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3 Ｇ空間情報を見る 

データセットを選択すると、データの詳しい情報を見ることができます。データセットはメ

タデータとリソースで構成されています。 

 
 

 

 

データセットの説明 

データリソース 
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データ表示画面で「詳細」をクリックすると、プルダウンメニューが表示され、選択したデ

ータセットに対してプレビュー表示などの動作を実行することができます。可能な動作はメ

タデータの記述、リソースのデータ形式によって異なります。 

 

 
 

3.1 メタデータを見る 

データ表示画面でデータセットを選択すると、データセットのメタデータが確認できます。

リソースのメタデータを確認する場合は、プレビュー表示が可能なリソースはリソースの右

にある「詳細」メニューから「プレビュー」を、それ以外のリソースは「より多くの情報」選ぶと、

閲覧可能になります。 

メタデータ 



3 / 42 

 

 

 

 

 

項目数の多いメタデータを表示する場合には、「もっと見る」をクリックすることで全ての

メタデータ項目を表示することができます。また、「隠す」ボタンをクリックすると詳細表示前

の状態に戻ります。 

 

3.2 プレビューで見る 

リソースをクリックするか、「詳細」メニューで「プレビュー」を選択すると、リソースをプレビ

ュー表示することができます。データの形式によって適したプレビュー表示が自動選択さ

れます。例えば、CSV データであればテーブルビューアが、PDF 文書であれば PDF ビュ

ーアが、PNG 画像であれば画像ビューアにより表示されます。KML データであれば地図

ビューアが表示されます。 
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プレビュー可能なリソースのデータ形式は次の通りです。 

 CSV 

 PNG 

 JPG 

 GIF 

 PDF 
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 KML 

 GeoJSON 

 WMS 

 CZML 

 XLS 

 XLSX 

 DPREV(動的プレビュー) 

 

※ファイルサイズの大きいリソースは、プレビューの表示に時間がかかる場合があります。 

 

空間情報系のデータ形式（KML、GeoJSON、WMS、CZML、DPREV）の場合は、地図

が表示されます。また、CSV 形式のデータの中に座標データが含まれている場合、ポイン

トデータとして地図上にマッピング表示することもできます。以下では、地球地図の CSV

形式のデータを地図上に表示する方法を示します。 

 

① プレビュー表示したい CSV データをクリックするか、「詳細」メニューで「プレビュー」

を選択してプレビュー画面を開きます。 

 

② 「Map」タブを選択します。 

 

 

③ 地球地図の空港（点）に格納されている座標は緯度・経度の形式となっています。

そのため、地図画面右側の「Latitude field」に緯度の座標が格納されたカラム名を

選択し、同様に「Longitude field」は経度の座標が格納されたカラム名を選択しま

す。選択が完了したら、「Update」ボタンをクリックします。 

 

④ 地図上に CSV データが表示されます。 
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＊その他の CSV 形式データを地図表示する場合には、メタデータの座標参照系項目に

記載されている座標系を参考に、“Latitude field”と“Longitude field”を設定してください。

座標系に関する詳細情報につきましては、以下のページをご覧ください。 

http://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/datum-main.html 

 

3.3 地図上で見る 

地図上で閲覧することが可能なリソースには「マップ」ボタンが設定されており、マップ

表示対象として設定したソースをマップで表示することができます。 

備考：現在は以下の形式のリソースに対応しています。 

 GeoJSON 

 WMS 

 KML 

 TMS 

 XYZ 

 DPREV(動的プレビュー) 

 

① 表示したいデータセットのデータ表示画面で「マップ」ボタンを選択します。 
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①  選択したリソースは「マップ」ボタンにチェックがされ、マップでの表示対象になりま

す。もう一度ボタンを押すとチェックが解除されます。 

 

  

 

③ リソースの選択が終了したらインデックスメニューから「マップ」を選択します。 

 

3.4 マップを操作する 

「マップ」をクリックすると、次のような地図画面のページが表示されます。 

ＸＹＺ形式のリソース 
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静的マップの画面構成は以下の通りです。 

 

 

 

① 背景地図ボタン 

表示する背景地図の切り替えを行います。下図のリストの中から、背景地図を選択・表

示することができます。既定では“地理院地図（グレースケール）”に設定してあります。 

① 
② 
③

  ① 

④

  ① 

⑤

  ① 

⑥

  

  ① 

⑦ 
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背景地図リストが表示されているウィンドウは、再度背景地図ボタンをクリックすると最

小化されます。 

 

② マップ表示ボタン 

マップ表示リストに登録されたレイヤの表示制御を行います。 

 

 

このウィンドウの中で、表示したいレイヤにチェックを入れ、非表示にする場合にはチェ

ックを外します。 

マップ表示リストが表示されているウィンドウは、再度マップ表示リストボタンをクリックす

ると最小化されます。 

 

マップ表示リストへの追加・削除機能 

「マップの追加・削除」ボタンを押すと表示可能マップリストが表示されます。表示可能マップリスト

で、チェックボックスでオンオフを設定し、「設定する」を押すと、マップ表示リストへ反映されます。 
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マップ表示リストに追加がされています。 

 

 

マップ表示リストに追加されたデータセットは、レイヤウィンドウ内でドラッグすることで、

表示順序を変更することができます。 

   

注意：レイヤの表示順序を変更する際に、KML と GeoJSON 形式のレイヤは、上位に

WMS・TMS・XYZ いずれかの形式のレイヤが配置されている場合は表示されません。 
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また、それぞれのレイヤは透過率を指定することができます。透過設定を行いたいレイ

ヤを右クリックすると、透過率の設定バーが表示されます。透過率はスライダを左へ動か

すほど高くなります。さらに、透過設定は複数のレイヤに対して適用することが可能です。 
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②  マップの保存/読込ボタン 

マップ表示リストに追加して操作した表示の状態を、静的マップ内に保存することがで

きます。保存したい表示状態でタイトルを入力し、「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

マップを読み込む際は、マップ表示リストに保存した時のレイヤを追加しておく必要は

ありません。読み込みたいマップを選択し、「読込」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

マップの読み込みが完了すると、保存をした状態からマップ操作を行うことができます。 

マップの保存/読込ウィンドウを最小化するには、再度マップの保存/読込ボタンをクリ

ックします。 

＊マップの保存内容はユーザのログアウト後も保持されます。 
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④ 地図表示操作ボタン 

 

この他、地図上でマウスの左ドラッグをすることでスクロールができ、マウスホイールでも

拡大縮小操作を行うことができます。 

 

⑤ 属性表示ボタン 

1 回クリックするとアクティブ状態となり、アイコンの色が灰色になります。 

 

この状態で地図上の任意の地点をクリックすると、その地点の座標情報と、クリックした

地点の近傍にあるレイヤの属性情報が表示されます。表示される属性は、WMS 形式の

データのうち表示状態になっているレイヤです。 

 

注意： 現在、WMS 以外の形式のリソースは属性を表示することができません。 

地図を拡大します 

地図を縮小します 

ホームポジションに戻します 

矩形（マウス左ボタンをドラッグアンドドロップ操作）で地図を拡大表示します 
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レイヤの属性表示を解除する場合は、もう一度マップ左側のボタンをクリックします。ま

た、属性表示ウィンドウを最小化するには、右側のボタンをクリックします。 

 

⑥ 凡例ボタン 

表示されているマップの凡例が表示されます。凡例ウィンドウを最小化するには、再度

凡例ボタンをクリックします。 

 

 

注意： 現在、WMS 以外の形式のリソースは凡例を表示することができません。 

 

⑦ 属性表示ボタン 

属性表示ウィンドウの開閉を行います。 
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4 Ｇ空間情報を購入する 

G空間情報センターでは有償データを購入することができます。また、アカウント登録を

したユーザであれば、有償データの購入履歴を残すことができます。以下の手順で有償

データの購入手続きを行います。 

なお、有償データにはＧ空間情報センターのサイト内で購入手続きが完結する「通常

型」と、データ提供者による利用目的の確認を経て購入手続きを行う「利用目的詳細型」

の２種類のタイプがあります。 

4.1 有償データを見る 

有償データのリソースには有償データを示す\マークが付いています。\マークつきのリ

ソース詳細には有償データの詳細情報が記載されており、「価格を調べる」ボタンが表示

されます。  

データセットによっては、サンプルデータやサンプル画像がリソースとして提供されてい

るものがあります。これらを確認することで、購入前に、よりデータの内容を詳しく知ること

ができます。 
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4.2 利用規約と注意事項を確認する 

有償データの場合、利用規約と注意事項の PDF ファイルが登録されており、データセ

ット詳細表示画面から確認することができます。利用規約と注意事項はデータをカートに

入れた後でもカート内で見ることができます。また、利用規約についてはリソースの詳細表

示画面からでも確認が可能です。 

 

① データセット詳細表示画面から確認する場合  

有償データのデータセット詳細表示画面を表示すると、利用規約、注意事項がリソー

スとして登録されています。これらをリソースのプレビュー機能で確認することができます。 
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② リソース詳細表示画面から確認する場合  

購入したい有償データのリソース詳細画面へ移動し、「利用規約」ボタンをクリックしま

す。 

 

 

4.3 範囲を選択する 

「価格を調べる」ボタンを押すと、空間・時間範囲指定画面に遷移します。 
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範囲指定は、空間指定と時間指定の 2 種類があり、データにより指定できる内容およ

び単位が異なります。 

 

①空間指定 

空間指定は、右側のボックスから都道府県を選択します。地図上で選択したい都道府

県をクリックすることによっても選択できます。 
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選択された都道府県は、青色に塗られた状態で表示されます。ここから、選択を解除

するには、リストのチェックをクリックして外すか、あるいは、地図上で選択を解除したい都

道府県をクリックします。選択を解除された都道府県は青色が消えます。全ての都道府

県の選択を解除する場合には、「全選択解除」ボタンをクリックします。 

地図は「＋」または「-」ボタンで拡大縮小、地図上でドラッグすることでスクロールするこ

とができます。 

選択解除した都道府県を再度選択するには、改めて地図上でクリックするか、あるいは、

リストにチェックを入れます。 

 

②時間指定 

空間指定が終了したならば、次に時間指定を行います。 

 

備考：データによっては空間指定のみ可能で、時間指定ができないものもあります。 
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上図の場合、左下に期間を指定する欄がありますので、ここに、いつからいつまでの期

間のデータがほしいのかを指定します。指定できる時間の単位は、データによって異なり

ます。 

 

なお、指定した範囲はカートに入れた後に変更することができます。 

 

4.4 カートに入れる 

時間の設定が終了したら、必要なライセンス数、入手方法をそれぞれ入力し、「概算価

格を調べる」ボタンをクリックすると、概算価格が表示されます。 
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この内容で購入を検討するには、「カートに入れる」ボタンをクリックします。なお、「カー

トに入れる」ボタンは、購入操作ではなく、購入したい具体リストを作成する行為に相当し

ます。実際の注文行為は、カートから行います。 

 

カートに入れたデータはユーザのカート情報に保存され、インデックスメニューの「カー

ト」から参照することができます。 

 

4.5 購入手続きをする 

通常型タイプの有償データの場合、「購入手続きをする」ボタンで購入手続きへ進みま

す。 
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購入手続きは以下の手順となります。画面に従って手続きを行います。 

 

①お客様情報の入力 

お客様情報の入力をします。 

 

入力後、「確認する」ボタンを押すと確認画面が表示されますので、「送信して次の

画面へ」ボタンを押します。 

 

②内容と価格の確認 

見積書が表示されますので、購入内容の確認を行います。 
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確認のチェックボタンをオンにして、「次の画面」へボタンを押します。 

 

 

 

③ライセンスの確認 

ライセンスの確認を行います。 

 

最後まで読むとチェックボタンがあります。チェックを入れることにより次の画面へ進め

ます。 
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④販売条件の確認 

販売条件の確認を行います。 

 

最後まで読むとチェックボタンがあります。チェックを入れることにより次の画面へ進

めます。 

 
 

⑤支払方法の選択 

支払方法の選択を行います。支払方法は「クレジットカード決済」と「請求書払い」の

２種類があります。 
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⑥支払手続き 

支払い手続きを行います。 

 

■クレジットカード決済 

クレジットカード決済の場合は、決済画面で決済処理を行います。「決済へ進む」ボ

タンを押すと決済画面へ進みます。 

 

カード情報を入力し、入力内容を確認後、決済を実行します。 

 

 

 

 

■請求書払い 

請求書払いの場合は、請求書の宛先を入力します。入力後、「確認する」ボタンを押し

ます。 
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確認画面で内容がよろしければ、「送信して注文を確定する」ボタンを押し注文を確定さ

せます。 

 

 

4.6 購入相談をする 

「利用目的詳細型」の場合は、データ提供者より利用目的の詳細確認後の購入手続

きとなります。「購入相談をする」ボタンで購入相談へ進みます。 

 

 

①お客様情報の入力 

お客様情報の入力をします。 
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入力後、「確認する」ボタンを押すと確認画面が表示されますので、「送信して次の画

面へ」ボタンを押します。 

 

 

購入希望内容がデータ提供者に送付されます。 

 

利用目的がデータ提供者の条件を満たしている場合は購入可能となり、「購入相談をする」ボ

タンが「購入手続きをする」になります。以降は通常型タイプと同様に購入手続きを進めます。 

 

4.7 データをダウンロードする 

データ提供者が注文者からの購入内容を確認後、G 空間情報センターの管理者より

購入したデータのダウンロードＵＲＬを作成、購入者にメールにて連絡します。メディアで

の受け取りを希望された場合には、メディアに購入したデータを格納し、所定の宛先にメ

ディアを発送します。 

 



29 / 42 

 

注文者は G 空間情報センターからのダウンロード URL の連絡を受けたならば、所定の

期間内に指定された URL から購入したデータをダウンロードします。 
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5 Ｇ空間情報を使う 

5.1 情報を入手する 

G 空間情報を入手する方法として、G 空間情報センターに登録された実データをダウ

ンロードする、あるいは提供する外部サイトに移動してダウンロードする 2 種類の方法があ

ります。 

 

① G 空間情報センター上にリソースがある場合 

対象とするデータセットを選択し、データ表示画面で「詳細」をクリックするとプルダウン

メニューに表示される「ダウンロード」ボタンをクリックします。または、「プレビュー」ボタンを

クリックし、リソース詳細画面に表示される「ダウンロード」ボタンをクリックします。 

 

 

リソースのダウンロードを行う際には、それぞれのデータセットの利用規約に同意する必

要があります。利用規約を確認した上で、「利用規約を承諾する」ボタンをクリックします。 
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「利用規約を承諾する」ボタンをクリックした後ダウンロード画面が表示され、リソースを

ダウンロードすることができます。 

 

 

② 外部サイトにリソースがある場合  

「8.1① G 空間情報センター上にリソースがある場合」と同様に対象とするデータセット

を選択し、データ表示画面で「詳細」をクリックするとプルダウンメニューに表示される「ダ

ウンロード」をクリックします。次に、利用規約を確認した上で「利用規約を承諾する」ボタ

ンをクリックします。 

 

 

注意：上記の例は G空間情報が入手できる例ではなく、提供されている G空間情報の

利用規約が提示された Web サイトに移動します。 

 

 

5.2 データの変換・編集をする 

G 空間情報センターでは、登録された実データのベクタおよびラスタデータのフォーマ

ット変換、地番などを位置座標に変換するジオコーディング、座標系付与、ならびに座標
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系変換を行うことができます。プラットフォーム上にあるリソースを別のサービスを介さずに

変換・編集の処理を行うことができるため、より効率的にＧ空間情報を扱うことが可能です。

以下では、GeoJSON 形式データの座標系変換と CSV 形式データのジオコーディングの

例を示します。 

 

① GeoJSON 形式データの座標系変換の方法  

ログインしている状態で、変換・編集したい GeoJSON形式のリソースの「詳細」をクリック

し、プルダウンメニューに表示された「プレビュー」ボタンをクリックします。 

 

 

 「変換・編集」ボタンをクリックします。 
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「変換・編集処理」のプルダウンメニューをクリックし、“ベクタ座標形式、座標系変換”

を選択します。 

 

 入出力のメニューが表示されたら、変換処理に必要な情報の入力を行います。 

 

 【入力情報として入力するもの】 

 入力元の座標参照系 

 【出力情報として入力するもの】 

 変換後の座標参照系とフォーマット 

 

＊座標参照系は EPSG コードで指定します。 

例：世界測地系 平面直角座標系第Ⅸ系の場合  EPSG:2451 

EPSG に関する情報 http://www.epsg.org/ 

 

入出力ともに座標参照系を入力する際に、コードの一部を入力すると座標系の一覧が

表示され、入力内容と合致している部分が太字で示されます。該当する座標参照系をプ

ルダウンメニューから選択します。 
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 出力したいフォーマットを選択し、「実行」をクリックします。 
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次に、ユーザアカウント作成時に入力した E メールアドレスを開きます。 

ユーザアカウント作成時に指定した Eメールアドレス宛に処理状況と処理した結果のデ

ータをダウンロードする URL が送られてきます。この URL から変換後のデータをダウンロ

ードして利用します。 

 

② CSV 形式データのジオコーディングの方法  

「8.2① GeoJSON 形式データの座標系変換の方法」と同様の手順で CSV データの変

換・編集画面を表示します。「変換・編集処理」のプルダウンメニューから“CSV ジオコー

ディング”を選択します。 

 

 

 以下の各項目について入力を行い、実行ボタンをクリックします。 

 

【入力情報として入力するもの】 

 データタイプ： ジオコーディングに必要なデータの型を、“住所”、“駅”、“地名”、

“公共施設”から選択します。 

 対象エリア： 対象データの地理的範囲に合わせてプルダウンメニューからエリアを

選択します。 

 座標参照系： 対象データの座標参照系に合わせて“世界測地系”か“日本測地

系”を選択します。 

 アドレスフィールド： データタイプ項目で指定した型が含まれる列番号を数字で入

力します。 

 エンコーディング： プルダウンメニューから対象データのエンコード形式を選択し

ます。 
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 オプション： 対象データの 1行目にヘッダ行が含まれていない場合はチェックを外

します。 

 

【出力情報として入力するもの】 

 エンコーディング： 出力ファイルのエンコード形式を選択します。 

各項目の入力が終了したら、「実行」ボタンをクリックします。 

 

 

次に、ユーザアカウント作成時に入力した E メールアドレスのメールを開きます。 

ユーザアカウント作成時に指定した Eメールアドレス宛に処理状況と処理した結果のデ

ータをダウンロードする URLが送られてきます。この URLからジオコーディングされたデー

タをダウンロードして利用します。 

 

5.3 入手したデータを活用する 

ダウンロードした G 空間情報は、利用者が持つ各種システムに取り込み、表示、処理

や加工等を行うことができます。 

 

ダウンロードしたベクタおよびラスタデータを、オープンソースソフトウェア QGIS を用い

て表示している例を以下に示します。 
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6 マイページを確認する 

ログインユーザにはマイページが用意されており、ログイン状態でインデックスメニュー

の「マイページ」を選ぶと、表示されます。 

 

 

6.1 ユーザ情報を変更する 

ユーザ情報を変更する場合は、マイページのメニューから「ユーザ情報変更」を選択し

ます。ユーザ名、パスワード、メールアドレスの変更が可能です。 
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6.2 組織作成申請 

G空間情報センターにデータを登録するためには、G空間情報センターの管理者に組

織を作成してもらい、その組織の管理者ユーザを利用してデータを登録します。組織の

作成申請はここから行います。 

 

 

上記のフォームより必要事項を記入して「送信」ボタンをクリックします。その後 G 空間

情報センター管理者よりメール連絡があり、所定の手続きを経て、G 空間情報センター上

の組織、その組織の管理者ユーザ、パスワードを発行いたします。 

 

6.3 組織所属申請 

G 空間情報センターに格納されている G 空間情報は、ある組織の管理下に置かれま

す。その組織の管理者は、登録した G 空間情報を公開する設定もできますが、組織内の

ユーザのみ利用できるような設定にもすることができます。このようなデータをプライベート

データといいます。プライベートデータを利用するにはその組織にユーザが所属する必要

があります。そこで、ある組織に所属を希望する場合、組織所属申請から申請を行いま

す。 
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申請は G 空間情報センターの管理者宛に届き、G 空間情報センター管理者は所属を

希望する組織の管理者に連絡します。申請者の所属を認めるかどうかは、その組織の管

理者が判断し、所属設定を行います。 

 

6.4 購入履歴 

購入したデータの履歴を確認することができます。 

 

6.5 マイデータ 

ログインユーザが情報保有者（組織の管理者権限を持つユーザ）の場合、そのユーザ

が管理するデータの一覧を表示することができます。この画面から、登録したデータのメン

テナンスを行うこともできます。 
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7 用語集 

 

CKAN 

データカタログサイトを構築するためのオープンソースソフトウェア。メタデータによるデータのカ

タログ化、公開、共有及び検索を実現する「データ管理システム」です。 

 

EPSG 

3 次元の地球を 2 次元で表示する時に必要となる様々な情報をまとめ、コード化したものです。

G 空間情報を取り扱う際に、地理情報システム（GIS）でよく使用し、ベクタデータおよびラスタデ

ータにもこの情報が与えられていると、位置合わせが自動的にできます。 

 

アカウント 

ユーザが特定の領域（ネットワークやコンピュータなど）にログインするための権利をもつ IDのこ

とです。システムにログインするためには ID とパスワードが対になっており、利用者はアカウントと

併せてパスワードを入力することにより、システムにログインすることができます。 

 

ジオコーディング 

各種情報に対して、関連する地理座標（緯度・経度など）を付加する技術やソフトウェアのことで

す。G 空間情報センターでは地名、住所が示す場所に対して、地理座標を与える機能を有して

います。 

 

データセット 

G 空間情報センターにおけるデータの管理単位。メタデータと対応するリソースの組み合わせ

が一つのデータセットとなります。なお、一つのデータセットにつきメタデータは一つですが、リソ

ースは複数持たせることができます。 

 

メタデータ 

データについてのデータ。あるデータそのものではなく、そのデータに関連する情報のことです。

データの作成日時や作成者、データ形式、タイトル、注釈などが考えられます。データを効率的

に管理したり検索したりするために重要な情報です。 

 

ベクタデータ 

点の座標とそれを結ぶ線によって形状を定義し、色や線幅等を設定することより視覚的に表現

するデータ形式のこと。 
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リソース 

Webブラウザ等で URL を指定することによりアクセスできるネットワーク上のファイル。G 空間情

報センターにおいては実データがこれに当たります。 

 

ラスタデータ 

色情報を保持するピクセルと呼ばれる点の羅列・集合から画像を作成し表現するデータ形式の

こと。 

 

ワールドファイル 

ラスタデータをGISシステム等で地理的な位置情報を結びつけるために、座標位置情報を追加

したシンプルなテキストデータのこと。 

 

座標参照系 

地球上の場所を特定するには、座標により特定することが一般的です。しかしながら、回転楕

円体の地表面上のある場所を座標により特定するには、その座標の基準となる地球の半径など

の緒元が必要になります。この座標の基準となる緒元のことを座標参照系といいます。 

 

座標系付与 

位置情報を持たないラスタデータに対して、位置情報を付与します。ジオリファレンスとも呼ば

れています。位置情報を付与するためには、画像の中の場所に対する座標値を少なくとも 4点与

える必要があります。 

 

座標変換 

異なる座標系のデータに変換します。例えば、JGD2000 平面直角座標系第Ⅸ系から WGS 84

の緯度経度座標に変換する処理のことを指します。 

 

組織 

G 空間情報センターにおける組織はデータセットの集合を作成・管理・公開するために使われ

ます。データセットは必ずいずれかの組織の管理下にあり、登録・編集が可能なのはその組織の

権限をもつユーザに限定されます。 

 

カテゴリ 

G 空間情報センターにおけるカテゴリはデータセットを分類するために使われます。、ユーザは

あらかじめ登録されたカテゴリの一覧から、指定したカテゴリに属するG空間情報に絞り込んだ一

覧を表示することができます。 


